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②

ヴ
ィ
ラ
・
ド
・
ビ
ス
ポ
市
と
は

ヴィラドビスポ市

リスボン（首都）

ポルトガル
位置図

ポルト

大西洋
ポルトガル スペイン

姉妹都市盟約締結　　周年
ヴィラ・ド・ビスポ市を

ポ
訪問
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ヴ
ィ
ラ
・
ド
・
ビ
ス
ポ
市
は
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
共
和
国
の
南
部
、
ア
ル
ガ
ル

ヴ
ェ
地
方
に
あ
る
人
口
約
５
２
０
０
人

の
町
で
、
面
積
は
１
７
９.

06
㎢
。

　

経
済
活
動
の
中
心
は
農
業
と
漁
業
。

近
年
は
観
光
分
野
で
も
整
備
が
進
み
、

野
趣
あ
ふ
れ
た
景
観
、
歴
史
的
に
重
要

な
建
物
と
地
域
（
サ
グ
レ
ス
、
サ
ン
・

ヴ
ィ
セ
ン
テ
岬
、
要
塞
な
ど
）、
そ
し
て

豊
か
な
海
岸
線
に
広
が
る
浜
辺
な
ど
観

光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
民
訪
問
団
17
名

 

ヴ
ィ
ラ
・
ド
・
ビ
ス
ポ
市
訪
問

　

１
９
９
３
年
（
平
成
5
年
）
に
ヴ
ィ

ラ
・
ド
・
ビ
ス
ポ
市
と
姉
妹
都
市
盟
約

を
締
結
し
て
か
ら
25
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
今
後
さ
ら
な
る
交
流
を

約
束
し
、
新
た
な
交
流
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
た
め
、
市
民
と
行
政
関
係
者
で
訪

問
団
を
結
成
し
、
同
市
を
訪
問
し
ま
し

た
。①

④
ヴ
ィ
ラ
・
ド
・
ビ
ス
ポ
市
庁

舎
前
の
種
子
島
広
場

②
西
之
表
港
へ
ポ
ル
ト
ガ
ル
帆
船

サ
グ
レ
ス
号
が
来
港
（
2
0
1
0
年
）

③
サ
グ
レ
ス
岬

⑤
在
ポ
ル
ト
ガ
ル
日
本
大
使
館
で
新

美
潤
大
使
（
前
列
中
央
）
を
囲
ん
で

①

②

③

④

姉妹都市盟約締結（1993 年）
当時の榎本市長とロドリゲス市長（左）

八板市長とソアレス市長（右）

⑤

市政の窓



③

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

　
　
　
　
　

・
選
手
派
遣
を
要
望

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
組
織
委
員
会
を
訪
問
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
て
、
種
子
島
（
本
市
）
へ
の
選
手
の
派
遣

を
依
頼
し
ま
し
た
。
ま
た
、
選
手
と
の
交
流
を
視

野
に
、
本
市
か
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
を
送
り
込
み
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
応
援
を
す
る
こ
と
も
提
案
し
ま
し
た
。

　

同
連
盟
か
ら
は
、「
選
手
に
も
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
波
を
体
験
さ
せ
た
い
」、「
ポ
ル
ト
ガ
ル

と
の
友
好
関
係
や
、
今
回
の
訪
問
を
有
意
義
な
も
の
に
し
た
い
、
選
手
を
派
遣
で
き
る
よ
う

最
大
限
協
力
し
た
い
」
と
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き
交
渉
を
し
な
が
ら
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
を
目
指
し
ま
す
。

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
依
頼

　

ジ
ョ
ア
ナ
・
シ
ェ
ン
カ
ー
さ
ん

　

ヴ
ィ
ラ
・
ド
・
ビ
ス
ポ
市
出
身
・
在
住
の
、

２
０
１
７
ボ
デ
ィ
ー
ボ
ー
ド
（
＊
）
世
界
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
の
ジ
ョ
ア
ナ
・
シ
ェ
ン
カ
ー
さ
ん
と
お
会

い
し
、
今
後
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
依
頼
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
登
録
を
目
指
し
、
今
後
、
交
流
を
図
っ
て
い
く

う
え
で
、
ぜ
ひ
、
来
年
度
、
種
子
島
に
来
て
ほ
し

い
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

モ
デ
ル
と
し
て
も
活
躍
す
る
シ
ェ
ン
カ
ー
さ
ん

は
、「
日
本
の
友
人
も
多
く
、
日
本
・
種
子
島
に

ぜ
ひ
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
笑
顔
で
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

＊
ボ
デ
ィ
ボ
ー
ド
…
専
用
の
ボ
ー
ド
に
腹
ば
い
に

な
っ
て
波
乗
り
を
楽
し
む
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

日
・
ポ
の
銃
保
存
会

  

試
射
で
共
演  

種
子
島
広
場
で

　

市
庁
舎
前
に
あ
る
種
子
島
広
場
で
、
種
子

島
火
縄
銃
保
存
会
の
３
名
が
火
縄
銃
の
試
射

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
ポ
ル
ト
ガ
ル
歴
史
的
銃
保
存
会
」

の
３
名
も
登
場
し
、試
射
を
披
露
し
ま
し
た
。

使
用
さ
れ
た
銃
は
、
種
子
島
に
伝
来
す
る
以

前
の
14
〜
15
世
紀
製
で
あ
り
、
西
洋
の
火
器

と
古
式
火
縄
銃
が
共
演
す
る
大
変
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
歴
史
的
銃
保
存
会
の
皆
さ
ん

は
、
歴
史
教
育
の
た
め
に
、
月
に
1
度
リ
ス

ボ
ン
で
試
射
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

2020 東京オリンピック・パラリンピック
ホストタウンを目指して
2 東京オ ピ ク パ2020 東京オリンピック パパパラリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンピピピピッッッッッククク東京オ リリリリリリリリリリリリリンピック ククククン ン2020 東京オリンピック パ リリリリリリリリリリリリ ピピピピ ピピピ ンンンンンンンンンン京オリンピ東京2020 東京オリンピック パラリンピック
マリンスポーツ　新　    交流

パパパパパララララララララララララララララララララララパララララパラ
で

ピピピピピピ ククククククククンンンンンンンンンピピピピピピピピッッッッッッッックククククククククククククククククククククククククンンピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピンピック
たな を

　今回のポルトガル訪問では、東京オリンピックを契機とした新たな交流を
スタートさせるため、本市のサーフィン関係者と、「オリンピック組織委員会」
や「ポルトガルサーフィン連盟」、ボディボーダーのジョアナ・シェンカー
さんを訪問しました。

▲ジョアナ・シェンカーさん（中央）▲オリンピック組織委員会訪問時の様子

※イメージ

市政の窓



盟
約
締
結
25
周
年

　

さ
ら
な
る
交
流
へ
絆
深
め
る

　

ヴ
ィ
ラ
・
ド
・
ビ
ス
ポ
市
庁
舎
で
姉

妹
都
市
盟
約
締
結
25
周
年
記
念
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
在
ポ
ル
ト
ガ
ル
日
本
大
使

館
の
新
美
潤
日
本
大
使
の
立
ち
合
い
の

も
と
、
八
板
市
長
が
、
ソ
ア
レ
ス
市
長

（
ヴ
ィ
ラ
・
ド
・
ビ
ス
ポ
市
）
へ
「
今
後

の
交
流
に
つ
い
て
の
提
案
書
」
と
、
わ

か
さ
の
物
語
が
描
か
れ
た
鉄
砲
ま
つ
り

の
は
っ
ぴ
を
手
渡
し
、
こ
れ
を
着
て
、

第
50
回
種
子
島
鉄
砲
ま
つ
り
へ
参
加
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

地
元
小
学
校
の
児
童
と
交
流

　

日
本
文
化
を
紹
介

　

訪
問
団
が
地
元
の
小
学
校
を
訪
れ
る

と
、同
校
の
児
童
が
手
作
り
の「
日
の
丸
」

の
旗
を
手
に
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
本
市
の
児
童
生
徒
が
、

鉄
砲
伝
来
に
つ
い
て
の
紙
芝
居
を
読
ん

だ
り
、
折
り
紙
や
け
ん
玉
遊
び
を
教
え

た
り
し
て
地
元
の
児
童
と
交
流
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、相
撲
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
も
披
露
し
、
日
本
の
文
化
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

帰
り
際
に
は
、
本
市
の
児
童
生
徒
が

サ
イ
ン
攻
め
に
あ
う
な
ど
、
短
時
間
で

密
度
の
濃
い
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

オ
リ
ー
ブ
を
植
樹

   

絆
の
象
徴
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

　

今
回
の
訪
問

を
記
念
し
、
樹
齢

50
年
の
オ
リ
ー

ブ
の
木
を
ソ
ア

レ
ス
市
長
と
本

市
の
参
加
者
全

員
で
植
樹
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
交
流

を
通
し
て
、
言

葉
は
通
じ
な
い
も
の
の
、
身
振
り
手
振

り
を
交
え
な
が
ら
気
持
ち
を
伝
え
合

い
、
両
市
参
加
者
同
士
、
子
ど
も
た
ち

は
抱
き
合
っ
て
別
れ
を
惜
し
む
ほ
ど
に

打
ち
解
け
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

植
樹
し
た
オ
リ
ー
ブ
の
木
が
、
私
た

ち
の
絆
の
深
さ
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、

大
き
く
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。 

①②

③④⑤

⑥⑦⑧

①
「
日
の
丸
」
の
旗
を
手
に
す
る
ヴ
ィ

ラ
・
ド
・
ビ
ス
ポ
の
子
ど
も
た
ち

②
ヴ
ィ
ラ
・
ド
・
ビ
ス
ポ
市
庁
舎
で

ソ
ア
レ
ス
市
長
（
中
央
）
と

③
は
っ
ぴ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

④
本
市
児
童
が
作
っ
た
千
羽
鶴
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

⑤
相
撲
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

⑥
⑦
⑧
紙
芝
居
、
け
ん
玉
、
折
り
紙

な
ど
で
交
流

④市政の窓



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

　

１
月
31
日
（
木
）、
伊
関
小
学
校
の

児
童
が
、
沖
ケ
浜
田
の
黒
糖
工
場
で
黒

糖
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

黒
糖
づ
く
り
は
、
ま
ず
サ
ト
ウ
キ
ビ

を
圧
搾
機
で
し
ぼ
り
、
大
鍋
で
煮
詰
め

ま
す
。
そ
れ
を
丸
鍋
に
移
し
、
粘
り
が

出
る
ま
で
か
き
混
ぜ
ま
す
。
そ
の
後
ブ

ロ
ッ
ク
状
に
形
を
整
え
た
ら
完
成
で
す
。

　

児
童
は
、
煮
詰
め
た
汁
を
か
き
混
ぜ
る

作
業
を
体
験
。
コ
ツ
を
教
わ
り
な
が
ら
丁

寧
に
練
り
上
げ
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た

黒
糖
を
試
食
す
る
と
、「
甘
く
て
美
味
し

い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

種
子
島
の
特
産
品　

黒
糖
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
（
伊
関
小
）

煮詰めた汁をかき混ぜる作業を行う児童

鮫
嶋 

ミ
ヨ
さ
ん
１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

１
月
15
日
（
火
）、
鮫
嶋 

ミ
ヨ
さ
ん
の

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
お
祝
い
す
る
た

め
、
わ
ら
び
苑
を
訪
問
し
、
副
市
長
が

お
祝
い
の
言
葉
と
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

　

鮫
嶋
さ
ん
は
大
正
８
年
生
ま
れ
。
長

生
き
の
秘
訣
は
、「
か
ら
い
も
」
を
食

べ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

お
祝
い
に
は
、
市
内
在
住
の
息
子
さ

ん
と
、
東
京
か
ら
お
孫
さ
ん
も
駆
け
つ

け
て
く
れ
ま
し
た
。
最
初
は
緊
張
し
て

い
た
鮫
嶋
さ
ん
で
し
た
が
、
最
後
に
は

笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

１
月
27
日
（
日
）、
第
32
回
県
地
区

対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会
が
、
霧
島
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｂ
ク
ラ
ス
で
今
大
会
に
臨
ん
だ
熊
毛

チ
ー
ム
。
１
区
が
５
位
と
好
ス
タ
ー
ト
。

２
区
以
降
の
選
手
も
粘
り
強
い
走
り
を

見
せ
、
一
時
10
位
と
な
り
ま
し
た
が
、

最
終
６
区
で
巻
き
返
し
を
見
せ
、
総
合

９
位
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

目
標
と
し
て
い
た
「
Ｂ
ク
ラ
ス
死
守
」

は
逃
し
た
も
の
の
、
次
回
大
会
へ
繋
げ

る
走
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

熊
毛
チ
ー
ム
力
走
‼　

第
32
回
県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
市
長
の
語
る
会
を
開
催

　

１
月
22
日
（
火
）、
市
民
会
館
で
、「
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
市
長
の
語
る

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
は
31
名

が
出
席
し
、
市
長
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

会
で
は
、「
高
齢
者
の
活
動
に
つ
い
て

の
支
援
」
や
「
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
増

強
」、「
市
民
の
暮
ら
し
」
や
「
将
来
の

西
之
表
市
に
つ
い
て
」
な
ど
、
会
員
の

方
々
か
ら
活
発
な
発
言
が
あ
り
、
有
意

義
な
意
見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

⑤ 市政の窓



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

各
会
場
で
迫
力
の
熱
戦
！
第
59
回
種
子
島
地
区
武
道
大
会

　

第
59
回
種
子
島
地
区
武
道
大
会
が
、
市
内
４
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
体
育
館
で
開
会
式
を
行
っ
た
後
、
剣
道
、
空
手
、
柔
道
、
弓
道
の
そ
れ
ぞ
れ

の
会
場
で
競
技
を
開
始
。
幼
児
か
ら
一
般
ま
で
の
各
選
手
が
、
日
頃
の
鍛
錬
の
成
果

を
競
い
、迫
力
の
あ
る
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
団

体
、
個
人
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
者
を
掲
載
・
西
之
表
市
分
の
み
）

空手

剣道

弓道

柔柔柔柔道道道道道道柔柔柔柔道道道道道道

柔道競技

個人戦
幼児の部（低年） 中村　颯
小学 4年生の部 牛嶋　康太
中学女子の部 平　愛菜美

弓道競技

団体戦
学生の部 種子島高校D
一般の部 西之表 B

個人戦

中学生の部 稲盛　大樹
高校生の部 鮫島　紗智恵
一般の部 下園　泰子
種子島支部長杯 上妻　琉空
県連会長杯 迫田　昭文

空手競技

個
人
戦

組手
競技

小学中学年の部 古川　愛華

小学高学年男子の部 松田　宇宙

中学・小学高学年女子の部 松田　明日羽

形競技

小学中学年女子の部 古川　愛華

中学・小学高学年女子の部 松田　明日羽

成年女子の部 倉　かおる

優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

剣道競技

団体戦 一般の部 西之表市

個人戦

中学女子の部 山下　玲奈
高校女子の部 平園　玲
一般女子の部 大脇　渚
一般男子の部 川原　正也

古
田
桜
ま
つ
り
が

　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

古
田
校
区
中
之
町
川
脇
川
沿
い
の
河

津
桜
が
咲
き
揃
い
、
１
月
27
日
（
日
）、

２
月
３
日
（
日
）
の
２
日
間
、
桜
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
表
紙
写
真
も

同
じ
）。

　

今
年
は
例
年
よ
り
早
い
開
花
と
な

り
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
来
場
。

鮮
や
か
に
色
付
い
た
桜
の
花
を
う
っ
と

り
と
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
18
時
以
降
に
は
、

桜
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
試
み
も
行
わ

れ
、
美
し
く
照
ら
さ
れ
た
桜
が
、
一
味

違
っ
た
雰
囲
気
を
醸
し
て
い
ま
し
た
。

⑥市政の窓



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

種
子
島
中
学
校
開
校
10
周
年

　

    

記
念
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

種
子
島
中
学
校
が
開
校
10
周
年
を
迎

え
、
２
月
９
日
（
土
）、
同
校
体
育
館

で
記
念
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
平
成
21
年
に
市
内
の
旧
６

中
学
校
が
統
合
し
、
本
市
唯
一
の
中
学

校
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
濵
元
校
長
、
大
平
教
育
長
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
吉
内
昌
昭
さ
ん
ら
が
地

域
へ
の
感
謝
と
生
徒
へ
の
激
励
を
述
べ

ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
会
長
の
大
山
瑚

姫
さ
ん
が
生
徒
代
表
挨
拶
を
行
い
、「
よ

り
良
い
学
校
に
な
る
活
動
を
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
八
板
市
長
が
記
念
講
演
を

行
い
、
開
校
10
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

羽
ば
た
け
世
界
へ　

レ
オ
ク
ラ
ブ
主
催

　
　
　

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

２
月
３
日
（
日
）、「
第
１
回
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」

が
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
国
際
化
の
時
代
に
、
世
界
へ
羽
ば
た
け
る
人
材
を
育
て
よ
う
と
、
種
子

島
レ
オ
ク
ラ
ブ
（
奥
村
千
奈
会
長
・
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行
う
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
）
が
約
４
年
ほ
ど
前
か
ら
構
想
を
膨
ら
ま
せ
、
準
備
を
進
め

て
き
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
市
内
の
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
18
名
（
小
学
生
３
名
、
中
学
生

３
名
、
高
校
生
12
名
）
が
出
場
。
コ
ン
テ
ス
ト
全
体
が
英
語
で
進
行
さ
れ
る
本
格
的

な
雰
囲
気
の
中
、
出
場
者
は
、「
家
族
、
友
達
、
将
来
の
夢
、
日
本
と
海
外
、
自
分
の

好
き
な
こ
と
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
少
し
緊
張
し
な
が
ら
も
、
身
振
り
手
振
り
を
交

え
な
が
ら
堂
々
と
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。（
結
果
は
左
表
の
と
お
り
）

　

な
お
、
11
月
に
は
、
第
２
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
す
る
予
定
だ
そ
う
で
す
。

コンテスト結果

小

学

生

　Excellent Eff ort 小川　遥（榕城小・5年）
「My dream（私の夢）」

　Excellent Performance 提　陽向（榕城小・3年）「My dream（私の夢）」

　Excellent Topic 岩﨑　孝太朗（榕城小・3年）
「My hobby（私の趣味）」

中

学

生

　1st Prize 福元　さくら（種子島中・2年）
「Memories（思い出）」

　2nd Prize 羽嶋　珈蓮（種子島中・2年）
「My family（私の家族）」

　3rd Prize
日髙　乃愛（種子島中・2年）
「We are all diff erent and all wonderful. 
（みんな違ってみんないい）」

高

校

生

　1st Prize 河内　夏奈（種子島高・3年）
「My favorite thing（私の好きなもの）」

　2nd Prize 名越　彩璃（種子島高・3年）
「My favorite thing（私の好きなもの）」

　3rd Prize 河野　美優（種子島高・1年）
「Discrimination（差別）」

⑦ 市政の窓



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

　
　

２
月
11
日
（
月
）、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
in
わ
か
さ
公
園
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、「
家
族
み
ん
な
で
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
」
と

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た

も
の
で
、
わ
か
さ
公
園
で
は
初
め
て
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
約
１
２
０
人
の
方
が
参

加
し
、
わ
か
さ
公
園
内
計
３
・
６
㎞
の

道
の
り
を
歩
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
ゴ
ー
ル
の
後

に
は
、
お
に
ぎ
り
と
温
か
い
豚
汁
が
振

る
舞
わ
れ
、
疲
れ
た
体
を
癒
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
疲
れ
た
け
ど
楽

し
か
っ
た
」、「
も
う
少
し
歩
き
た
い
」

と
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

歩
い
て
健
康
づ
く
り

　
　
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
in
わ
か
さ
公
園
」
を
開
催
し
ま
し
た

　

東
京
大
学
が
正
規
の
教
育
課
程
以
外

に
、
国
内
外
の
実
社
会
で
多
様
な
体
験

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
「
体
験
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
一
環
と
し
て
、
１
月
30
日
（
水
）
か

ら
２
月
５
日
（
火
）
に
か
け
て
、
７
名

の
学
生
が
来
島
し
、
市
内
一
円
で
様
々

な
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の

若
い
世
代
を
呼
び
込
み
、
地
域
の
活
性

化
、
産
業
の
振
興
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
に
、
各
種
団
体
や
企
業
、
校
区
な

ど
計
23
団
体
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
生
か
ら
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
校
区
に

個
性
が
あ
り
、
自
然
も
人
も
豊
か
で
魅

力
的
」、「
島
民
の
方
々
に
温
か
く
迎
え

ら
れ
嬉
し
か
っ
た
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
感
想
や
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

東
京
大
学
の
学
生
が

　
　
　

種
子
島
を
体
験

　

２
月
２
日
（
土
）、

東
京
大
学
の
安
田

講
堂
で
「
第
３
回

イ
オ
ン
未
来
の
地

球
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
開
催
さ
れ
、
岩

坪
空
成
さ
ん
、
坂

元
亮
介
さ
ん
（
種

子
島
高
校
２
年
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
球
環
境
問
題
に
つ
い
て

の
基
調
講
演
の
後
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
名
も
登

壇
し
、種
子
島
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
実
情
や
課
題
に
つ
い
て
の
発
表
、
パ

ネ
リ
ス
ト
へ
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
は
、「
と
て
も
刺
激
を
受
け
た
」、

「
種
子
島
で
も
環
境
問
題
に
関
す
る
取
り

組
み
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
」
と
感
想

を
話
し
ま
し
た
。

　

３
月
９
日
（
土
）、
市
民
会
館
で
開
催

す
る
「
自
然
と
共
生
す
る
ス
マ
ー
ト
エ

コ
ア
イ
ラ
ン
ド
種
子
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

で
、
今
回
の
発
表
の
内
容
も
含
め
、
種

子
島
高
校
生
が
発
表
を
行
う
予
定
で
す
。

※
地
球
温
暖
化
、
異
常
気
象
、
食
糧
問
題
、

自
然
資
源
の
枯
渇
な
ど
の
問
題
を
、
世
代
や

立
場
を
越
え
て
話
し
合
い
、
明
日
へ
繋
が
っ

て
い
く
社
会
を
創
り
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

イ
オ
ン
未
来
の
地
球
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　

   

種
子
島
高
校
生
が
参
加

伊関小児童との交流

⑧市政の窓



市
長
独
言
№ 23
…
タ
コ
の
天
ぷ
ら

　
「
今
年
は
種
子
島
鉄
砲
祭
り
が
第
50
回
の
節
目
で
す
。
種
子
島
に
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
」

　
「
私
は
市
長
３
期
目
で
す
が
、
就
任
以
来
、
西
之
表
市
長
が
２
度
も
訪
問
し
て
来

た
の
に
、
私
は
一
度
も
訪
問
し
て
い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
と
も
、
行
き
た
い
で
す
」

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ヴ
ィ
ラ
・
ド
・
ビ
ス
ポ
市
の
ソ
ア
レ
ス
市
長
は
私
の
問
い
か
け
に
、

即
座
に
笑
顔
で
答
え
ま
し
た
。

　

い
つ
し
か
私
た
ち
は
、
お
国
自
慢
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

彼
ら
は
、
美
し
い
海
岸
の
あ
る
自
然
、
温
暖
な
気
候
、
そ
し
て
、
歴
史
に
誇
り

を
も
っ
て
い
ま
す
。
大
航
海
時
代
に
活
躍
し
た

エ
ン
リ
ケ
航
海
王
子
を
代
表
と
す
る
英
雄
や
偉

人
た
ち
、
関
連
す
る
建
築
、
遺
跡
を
保
存
し
、

大
事
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
、
西
欧
と
の
運
命
的
な
出
会
い
を

経
て
、
火
縄
銃
と
火
薬
の
国
産
化
を
果
た
し
た

島
主
や
刀
鍛
冶
ら
家
臣
た
ち
の
偉
業
、
宇
宙
セ

ン
タ
ー
を
擁
し
現
代
も
科
学
技
術
の
先
端
と
関

わ
っ
て
い
る
郷
土
を
誇
り
に
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
遠
く
離
れ
、
お
互
い

会
う
の
は
初
め
て
で
言
葉
も
十
分
に
は
通
じ
な

い
け
れ
ど
、
海
を
通
じ
て
の
つ
な
が
り
や
歴
史

的
な
縁
を
思
い
、
旧
友
や
肉
親
に
再
会
し
た
よ
う
な
懐
か
し
さ
が
わ
き
上
が
る
の

を
覚
え
ま
し
た
。

　

歓
迎
の
夕
食
会
の
メ
ニ
ュ
ー
に「
Ｔ
ｅ
ｍ
ｐ
ｕ
ｒ
ａ　

ｄ
ｅ　

Ｐ
ｏ
ｌ
ｖ
ｏ
」（
タ

コ
の
天
ぷ
ら
）
が
あ
り
ま
し
た
。
カ
ス
テ
ラ
、
タ
バ
コ
、
カ
ル
タ
と
同
じ
く
、
天

ぷ
ら
も
日
本
語
に
な
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
一
つ
だ
と
実
感
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

訪
問
中
、
通
訳
を
介
し
て
ど
こ
か
遠
慮
が
ち
な
大
人
た
ち
に
比
べ
、
４
人
の
小

中
学
生
は
言
葉
の
壁
な
ど
無
い
か
の
よ
う
に
た
く
ま
し
く
行
動
し
ま
し
た
。
折
り

紙
や
け
ん
玉
と
い
っ
た
遊
び
を
通
じ
て
、
す
ぐ
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
鉄
砲
伝
来

４
５
０
年
を
契
機
に
始
ま
っ
た
両
地
の
縁
を
さ
ら
に
強
く
し
て
い
き
た
い
。
訪
問

団
の
一
人
ひ
と
り
が
そ
う
感
じ
た
と
思
い
ま
す
。

【材料】（4人分）
豆腐　　　　　　　　………　160 ｇ
人参　　　　　　　　………　80 ｇ
スナップえんどう　　………　100 ｇ
しらたき　　　　　　………　80 ｇ
落花生　　　　　　　………　20 ｇ
ごま　　　　　　　　………　12 ｇ
みそ　　　　　　　　………　30 ｇ
砂糖　　　　　　　　………　大さじ 1.5
木の芽（なくても可）  ………　少々

【作り方】
①　人参、スナップえんどう、しらたきはゆがいて適当な大きさに切り、水気をきる。豆腐も湯通しし
　ておく。
②　みそ、木の芽、炒った落花生、ごまを入れて、すり鉢ですり、さらに砂糖と水気をきった豆腐を加える。
③　食べる直前に、①と②を和える。

第 142弾

スナップえんどうの白和えスナナナナナ ププププププププえええええええんんんんんんんどどどどどどどどううううううスススナナナナナ ププププププププええええええんんんんんんんどどどどどどどどううううううのののののの
シャキっとした歯ごたえ★種子島の旬の食材を

　　　　おいしく食べよう！

■問い合わせ先　市保健センターすこやか　電話 24-3233

リスボンの「発見モニュメント広場」

⑨ 市政の窓



⑩

平成 31年  春の火災予防運動が実施されます
　火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、「忘れてない？  サイフにスマホに  火の確認」を統一標語
に 3月 1日（金）から 7日（木）までの 7日間、全国一斉に春の火災予防運動が実施されます。

忘れてない？　
　サイフにスマホに
　　　　　火の確認

西之表消防署　火災件数　（平成 30年 1月～ 12 月）
　西之表消防署 18 件（建物火災 4 件　車両火災 2 件　その他火災 12 件）

　平成 30 年の火災発生件数は 18 件で、うち建物火災による死者が 2名発生しています。平成 29 年の火
災発生件数 14 件に比べ 4件増加となっています。
　これからの時季も引き続き空気が乾燥し、風が強く、火災が発生しやすい日が多くなります。各家庭に
おいても、火の元、火の取扱いには十分ご注意下さい。
　また、はかま焼き等を行う際は、消防署へ届出を行って下さい。

住宅防火 いのちを守る 7 つのポイント！

3 つの習慣
　①寝タバコは絶対やめる。
　②ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　③ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

４つの対策
　①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　②寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
　③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
　④お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

されます

■問い合わせ先　西之表消防署予防係　℡ 22‐0119

住宅用火災警報器を設置しましょう‼
　西之表市の住宅用火災警報器の設置率は、76.2％と未だに設置率が低い状況です。
　大切な命を守るために住宅用火災警報器を設置しましょう。
　住宅用火災警報器の設置箇所については次のとおりです。

１階建て平屋住宅…「寝室」

２階建て住宅…「寝室」及び「階段」

市政の窓



⑪

　

市
で
は
、
有
能
な
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
向
学
心
に
燃
え
、

能
力
が
充
分
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

経
済
的
理
由
で
修
学
困
難
で
あ
る
方
」

に
対
し
て
奨
学
金
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

  

学
生
の
方
の
修
学
を
支
援
す
る
た
め
、

次
の
内
容
で
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
の
資
格
】

　

高
等
学
校
以
上
の
学
校
に
在
学
し
、

保
護
者
が
本
市
に
在
住
し
て
い
る
方
。

【
貸
与
金
額
】

①
高
等
学
校
に
在
学
で
自
宅
通
学
の
方

　
　

月
額
１
万
２
０
０
０
円
以
内

②
高
等
学
校
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
に

在
学
で
自
宅
通
学
以
外
の
方
（
予
備
校

的
な
専
門
学
校
は
対
象
外
）

　
　

月
額
２
万
５
０
０
０
円
以
内

③
大
学
（
短
期
大
学
を
含
む
）
ま
た
は

専
門
学
校
に
在
学
し
て
い
る
方

　
　

月
額
４
万
円
以
内

※
貸
与
は
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
正

規
の
修
業
期
間
で
す
。

【
提
出
書
類
】奨
学
資
金
貸
与
申
請
書（
教

育
委
員
会
総
務
課
備
付
）、
奨
学
生
推
薦

調
書
（
現
在
在
学
し
て
い
る
学
校
で
作

成
）、
所
得
課
税
証
明
（
世
帯
全
員
分
）、 

在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
証
明
書

【
募
集
期
間
】

　

４
月
１
日
（
月
）
〜
４
月
23
日
（
火
）

２
０
１
９
年
度
西
之
表
市

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

【
選
考
の
方
法
】

　

書
類
審
査
の
う
え
、
市
奨
学
生
選
考

委
員
会
で
審
査
し
、
決
定
し
ま
す
。

【
奨
学
金
交
付
】
誓
約
書
提
出
後
５
月
下

旬
に
本
人
口
座
へ
振
込

【
返
還
の
期
限
】
貸
与
期
間
終
了
の
翌
月

か
ら
起
算
し
、
10
年
以
内
に
返
還
。

【
返
還
の
猶
予
】
疾
病
そ
の
他
の
理
由
に

よ
り
返
還
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
は
、
願

い
出
に
よ
り
返
還
の
猶
予
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
市
奨
学
生
で
あ
っ
た
方
が
最
終
学

校
を
卒
業
後
、
返
還
期
間
内
に
本
市
に
住

民
登
録
し
、
引
き
続
き
市
内
に
居
住
し
、

か
つ
、
本
市
で
就
業
し
て
い
る
と
き
は
、

そ
の
期
間
、
願
い
出
に
よ
り
返
還
を
猶

予
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
返
還
の
免
除
】
市
奨
学
生
で
あ
っ
た
方

が
最
終
学
校
を
卒
業
後
、
返
還
期
間
内

に
本
市
に
住
民
登
録
し
、
引
き
続
き
５

年
間
市
内
に
居
住
し
、
か
つ
、
本
市
で

就
業
し
て
い
た
と
き
は
、
願
い
出
に
よ

り
奨
学
資
金
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
返

還
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
返

還
に
つ
い
て
滞
納
の
あ
る
方
、
市
税
等

の
滞
納
の
あ
る
方
、
ま
た
は
公
務
員
と

し
て
採
用
さ
れ
た
方
は
対
象
外
）

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
総
務
課
庶
務
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
２

確
定
申
告
は

　
　

正
し
く
お
早
め
に

《
確
定
申
告
期
間
》

【
平
成
30
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
】
…
平
成
31
年
２
月
18
日

（
月
）
〜
平
成
31
年
３
月
15
日
（
金
）

【
平
成
30
年
１
月
１
日
〜
平
成
30
年
12

月
31
日
の
課
税
期
間
に
お
け
る
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
期
間
】

…
平
成
31
年
１
月
４
日
（
金
）
〜
平
成

31
年
４
月
１
日
（
月
）

【
平
成
30
年
分
の
贈
与
税
の
確
定
申
告

期
間
】
…
平
成
31
年
２
月
１
日
（
金
）

〜
平
成
31
年
３
月
15
日
（
金
）

※
期
限
間
近
に
な
る
と
、
申
告
相
談
会

場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い

た
だ
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
申
告
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成

し
た
確
定
申
告
書
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申

告
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
印
刷
し

て
郵
送
等
で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
種
子
島
税
務
署

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

種
子
島
税
務
署

　

℡
２
２
‐
０
４
４
０
※
自
動
音
声
案
内

　

http://w
w
w
.nta.go.jp/

裁
判
所
職
員

　

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

２
０
１
９
年
度
裁
判
所
職
員
採
用
総

合
職
試
験
（
裁
判
所
事
務
官
、
家
庭
裁

判
所
調
査
官
補
）及
び
一
般
職
試
験（
裁

判
所
事
務
官
）
を
実
施
し
ま
す
。

【
申
込
受
付
期
間
】

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
》

　

４
月
１
日
（
月
）
15
時

　
　
　
　

〜
４
月
９
日
（
火
）

《
郵
送
》

　

４
月
１
日
（
月
）
〜
４
月
３
日
（
水
）

※
４
月
３
日
消
印
有
効

【
第
１
次
試
験
】
５
月
11
日
（
土
）

　

詳
し
い
採
用
試
験
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
受
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

受
験
案
内
は
、
２
月
15
日
（
金
）
か

ら
裁
判
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ

れ
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
２
‐
８
５
０
１

　

鹿
児
島
市
山
下
町
13
‐
47

　

鹿
児
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事
務
局

　

総
務
課
人
事
第
一
係

　

℡
０
９
９
‐
８
０
８
‐
３
７
０
７

　

http://w
w
w
.courts.go.jp/saiyo/

index2.htm
l
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⑫

　道路上に木や竹が張り出していると、歩行者や自動車の通行に支障をきたすほか、道路標識やカーブミ
ラー等が見にくくなり、交通事故の原因となります。
　私有地から張り出している木や竹は土地所有者の方に所有権があるため、道路管理者でせん定・伐採が
できません。
　木や竹の倒木等により自動車や歩行者等に損害が発生した場合、所有者が管理責任を問われることもあ
りますので、木や竹の適切な管理をお願いします。

樹木が道路上に張り出している

※緊急の場合は道路管理者が通行の支障となっている木や竹を了解なく伐採・撤去することがあります。
※せん定・伐採作業時には、歩行者、通行車両の安全確保をお願いします。
※電線や電話線がある場合は、事前に電気事業者または通信事業者にご相談ください。

■問い合わせ先
　《国道・県道》熊毛支庁建設課道路維持係　℡ 22-1861
　《市道》市役所建設課土木係　℡ 22-1111 内線 241

交通事故の原因に！所有者が責任を問われることもあります

【支障となる範囲】
　道路を安全に通行するため、一
定の幅、一定の高さの範囲内に通
行の障害となるものを設けてはな
らない区域として建築限界が定め
られています。
　建築限界に張り出した木や竹等
の伐採にご協力をお願いします。

境界 境界
越境部

通行障害部

建築限界
2.5m

建築限界
4.5m

歩道 車道

道路に張り出した
木や竹の伐採をお願いします

市政の窓



■問い合わせ先
　市水道課管理係　℡ 22‐1111 内線 287/ ℡ 22‐0271（直通）

　原則、敷地内の漏水はメーターの手前など関係なく所有者の負担となります。漏水が原因で発生した
水道料金も請求させていただきます。
　普段と同じ生活で、いつもより水道料金が高い場合は、漏水の可能性があります。
　ひどくなる前に水道課にご連絡ください。
※水道課で修理はできません。（漏水の有無の確認等はできます）市指定工事店に依頼する必要があります。

水
道
の
手
続
き
は

　
　
　
　

お
済
み
で
す
か
？

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
水
道
課
（
市
役
所
２
階
）
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　 給水装置は所有者（使用者）で維持管理をすると聞きましたが、詳しく教えてください。

　 給水装置とは、道路に埋設してある水道本管から水道使用者に給水するために使用者本人が設置した給
水管から蛇口までの装置（メータを除く）のことをいいます。
　公道下に埋設してある水道本管は水道課で管理し、それ以外は、各水道使用者の財産ですので、水道所
有者の管理となります。そのため、給水管の漏水や、給水管を原因とする不具合の発生は、水道所有者の
責任で対処することになりますのでご注意ください。
　給水装置は水道水の供給を受けるための大切な装置ですので、水道法により施設基準（違反者には罰則
規定があります）が定められています。安心・安全な水道水の供給が受けられるよう、給水装置の新設、
改良、修繕は給水装置主任技術者のいる市指定工事店でお願いします。なお、業者選定にあたっては水道
課までお問い合わせください。

Ａ

Ｑ
水道のココを教えて！

●

転
入
・
転
居
等
で
新
た
に
水
道
を
使
用
す
る
と
き
（
使
用
の
開
始
）

※
届
出
を
せ
ず
に
水
道
を
使
用
し
た
場
合
、
お
客
様
に
不
利
な
取
扱
い
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●

転
出
等
で
水
道
の
使
用
を
や
め
る
と
き
（
使
用
の
中
止
）

●

長
期
間
（
３
カ
月
以
上
）
水
道
を
使
用
し
な
い
と
き
（
使
用
の
休
止
）

※
届
出
が
な
い
場
合
は
水
道
を
使
用
し
な
く
て
も
基
本
料
金
を
請
求
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
　

３
日
前
ま
で
に
水
道
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
※
認
め
印
が
必
要
）

●

水
道
料
金
の
支
払
い
方
法
を
変
更
す
る
と
き
（
支
払
方
法
の
変
更
）

　　

納
付
書
送
付
、
集
金
に
変
更
さ
れ
る
場
合
は
、
水
道
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
（
認
め
印
が
必
要
）。

　

口
座
振
替
へ
変
更
さ
れ
る
場
合
は
、
銀
行
窓
口
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。
使
用
者

番
号
を
ご
確
認
の
上
、
通
帳
の
届
け
印
を
持
っ
て
銀
行
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
使
用
者
番
号
は
検
針
票
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
水
道
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●

水
道
の
使
用
者
が
変
わ
る
と
き
（
使
用
者
の
変
更
）

●

水
道
の
所
有
者
が
変
わ
る
と
き
（
所
有
者
の
変
更
）

※
現
在
の
使
用
者
・
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
な
ど

　
　

水
道
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
※
認
め
印
が
必
要
）

次次
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新
型
ド
ー
リ
ー
が
や
っ
て
き
た
！

　

２
０
２
０
年
に
向
け
て
開
発
が
進

め
ら
れ
て
い
る
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
の
移

動
の
た
め
に
開
発
さ
れ
た
移
動
発
射

台
運
搬
台
車
「
ド
ー
リ
ー
」
が
種
子

島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
へ
到
着
し
ま
し
た
。

　

新
型
ド
ー
リ
ー
は
、
愛
知
県
の
工

場
か
ら
３
つ
に
分
解
さ
れ
て
種
子
島

に
輸
送
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
そ
の
組

み
立
て
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
ド
ー
リ
ー
は
、
自
己
診
断

機
能
を
持
ち
、
人
の
手
に
よ
る
点

検
・
保
全
に
か
か
る
手
間
を
軽
減
し
、

万
一
運
搬
中
に
故
障
し
停
止
し
て
も

30
分
以
内
に
復
旧
で
き
る
よ
う
に
設

計
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
信

頼
性
・
保
全
性
の
面
で
向
上
し
て
い

ま
す
。

宇宙科学技術館　TEL26‐9244/FAX26‐9245★★
★

★
★★ ★

★
★★ ★ ★

野
口
聡
一
宇
宙
飛
行
士

　
　
　
　
　

３
回
目
の
宇
宙
へ

　

野
口
聡
一
宇
宙
飛
行
士
が
Ｉ
Ｓ
Ｓ

第
62
次
／
第
63
次
長
期
滞
在
搭
乗
員

に
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
３
回
目

の
宇
宙
飛
行
と
な
り
ま
す
。
滞
在
期

間
は
２
０
１
９
年
終
わ
り
頃
か
ら
約

▲島間港に到着した
　ドーリー

半
年
間
で
す
。

野
口
聡
一
宇
宙
飛
行
士

Ｉ
Ｓ
Ｓ
長
期
滞
在
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ロ
ゴ
決
定

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン

ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン

の
地
球
を
回
る

３
つ
の
リ
ン
グ

は
、
①
新
た
な

宇
宙
開
発
・
探

査
時
代
の
幕
開

け
と
な
る
「
転
換
点
」、
②
次
世
代
宇

宙
船
へ
の
日
本
人
初
「
挑
戦
」、
③
日

本
人
宇
宙
飛
行
士
の
Ｉ
Ｓ
Ｓ
長
期
滞

在
、
新
型
基
幹
ロ
ケ
ッ
ト
Ｈ
３
の
打

上
げ
、
は
や
ぶ
さ
２
帰
還
な
ど
、
日

本
の
宇
宙
開
発
に
と
っ
て
重
要
な
年

と
な
る
「
２
０
２
０
」
を
表
し
て
い

ま
す
。
こ
の
３
つ
の
リ
ン
グ
の
交
差

点
に
は
、
地
球
と
日
本
の
輝
か
し
い

未
来
が
待
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
Ｉ
Ｓ

Ｓ
と
「
き
ぼ
う
」
日
本
実
験
棟
が
突

き
進
ん
で
い
く
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
七
角
形
と
七
つ
の
星
で
、

７
人
の
日
本
人
宇
宙
飛
行
士
を
表
し

て
お
り
、
チ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
で
野
口

宇
宙
飛
行
士
が
、
深
宇
宙
探
査
の
時

代
へ
人
類
を
導
い
て
行
く
姿
を
表
し

て
い
ま
す
。

▲ ISS 長期滞在ミッションロゴ

「
脳
み
そ
き
ら
り
ん
教
室
」を
開
催
し
ま
し
た
！

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
市
役
所
１
階
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支
援
係
）

　

℡
２
３
‐
５
２
２
５

　

昨
年
11
月
か
ら

３
か
月
に
わ
た
り
、

ま
ち
か
ど
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
認
知

症
予
防
教
室
「
脳

み
そ
き
ら
り
ん
教

室
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

認
知
症
予
防
の
た
め
の
食
生
活
や
生
活
習

慣
を
見
直
す
た
め
の
講
話
や
、
脳
血
流
を
促
進

す
る
運
動
を
取
り
入
れ
、
体
を
動
か
し
な
が
ら

同
時
に
脳
を
鍛
え
る
運
動
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
脳
を
鍛
え
る
運
動
で
は
、
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
い
か
ず
、
参
加
者
全
員
で
よ
く
笑
い
、

楽
し
い
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口
腔
機
能

の
介
護
予
防
講
話
で
は
、
美
容
効
果
に
つ
な
が

る
内
容
も
あ
り
、
女
性
参
加
者
も
普
段
以
上
に

真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２
０
１
９

年
度
も
認
知
症
予
防
教
室
を
開
催
予
定
で
す
。

地
域
や
団
体
で
、
認
知
症
予
防
に
取
り
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

人
権
擁
護
委
員

　

２
名
に
感
謝
状
を
贈
呈

　

１
月
28
日
（
月
）、
多
年
に
わ
た
り

人
権
擁
護
委
員
を
務
め
ら
れ
た
西
村
建

二
さ
ん
（
写
真
左
）、
故　

吉
田
敏
子

さ
ん
（
吉
田
雄
二
さ
ん
・
写
真
右
）
へ

の
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
村
さ
ん
は
、
委
員
を
15
年
間
、
吉

田
さ
ん
は
委
員
を
20
年
間
務
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら

の
委
嘱
業
務
で
、
日
常
の
生
活
の
中
で

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
活
動
や
人
権
相

談
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
度
新
し
く
岸

本
さ
ん
が
加
わ
り
、
本
市
に
は
４
人
の

委
員
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
（
左
表
）。

◆
西
之
表
市
の
人
権
擁
護
委
員

榎
本  

和
枝
（
中
野
）

岸
本  

光
（
城
）

落
合  

ミ
チ
ヨ（
寺
之
門
）

笹
川  

滿
矢
（
形
之
山
）

  ▲西村建二さん（左）と
吉田雄二さん（右）

⑭市政の窓



■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
２
５
７
／
２
５
８

　

１
月
23
日
（
水
）、「
西
之
表
市
女
性
の
つ
ど

い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
性
の
つ
ど
い
は
２
年
に
１
度
、
市
内
の
女

性
団
体
（
８
団
体
）
が
一
堂
に
会
し
、
親
睦
を

深
め
、
今
後
の
さ
ら
な
る
活
動
推
進
の
た
め
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
残
念
な
が
ら
１
団
体

が
出
席
で
き
ず
、
７
団
体
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、笹
川
美
子
氏
（
市
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

笹
川
氏
は
、「
皆
で
集
ま
り
、
活
動
す
る
こ
と
が

健
康
で
元
気
に
長
生
き
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
。
こ
の
よ
う
な
つ
ど
い
を
今
後
も
ぜ
ひ
続
け

て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
出
席
者
の
皆
さ
ん
は
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
の
後
に
は
演
芸
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
各
団
体
が
次
々
に
歌
や
踊
り
な
ど
を

披
露
し
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
と
笑
い
声
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、出
席
者
全
員
で
手
を
つ
な
ぎ
「
星

影
の
ワ
ル
ツ
」
を
歌
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

互
い
に
協
力
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
こ
う
と
い

う
気
持
ち
を
、
改
め
て
一
つ
に
し
、「
つ
ど
い
」

は
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

女
性
団
体
の
パ
ワ
フ
ル
さ
発
揮
！

　
　
　
「
西
之
表
市
女
性
の
つ
ど
い
」
開
催
！

№ 194

　

市
立
図
書
館
で
は
、
３
階
に
郷
土

資
料
室
を
設
け
て
お
り
、
種
子
島
の

歴
史
や
自
然
、
文
芸
等
の
資
料
を
約

４
６
０
０
冊
収
集
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
鉄
砲
伝
来
や
移
住
、
伝
統
文

化
に
関
す
る
資
料
は
充
実
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
西
之
表
出
身
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
文
学
者
と
し
て
活
躍
し

た
西
村
天
囚
に
関
す
る
貴
重
な
資
料

も
あ
り
ま
す
。

【
利
用
方
法
】

　

２
階
カ
ウ
ン
タ
ー
で
閲
覧
の
申
し

込
み
を
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
郷
土

資
料
室
へ
ご
案
内
し
ま
す
。
た
だ
し
、

郷
土
資
料
室
の
資
料
は
全
て
貸
出
し

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
館
内
の
閲
覧

の
み
に
な
り
ま
す（
有
料
の
複
写
サ
ー

ビ
ス
が
あ
り
ま
す
）。

　

お
探
し
の
資
料
が
あ
る
場
合
、
館

内
の
検
索
機
で
蔵
書
検
索
も
で
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
下
さ

い
。

鉄
砲
伝
来
や
移
住
、
伝
統
文
化
に
関
す
る
資
料
が
充
実
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郷
土
資
料
室
の
ご
案
内

▲西村天囚の資料▲検索機で館内の蔵書検索
ができます

▲各団体の代表者挨拶▲市地域女性団体連絡協議会の演芸披露

⑮ 市政の窓



■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
　

℡
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　
　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

知
っ
得
！

年
金 
シ
リ
ー
ズ

消費生活の窓
●
あ
な
た
の
身
近
で
こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
が
！

◆消費に関するご相談・お問い合わせは
　西之表市消費生活センター ℡ 22‐1111 内線 306
　消費者ホットライン ℡ 188（局番なし）

【
事
例
１
】
点
検
を
き
っ
か
け
に
契
約
を
せ
ま
る

《
床
下
調
湿
剤
》

　
「
無
料
で
点
検
し
ま
す
」
と
言
っ
て
来
訪
し
た
事
業
者
に
床
下
を

見
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、「
こ
の
ま
ま
で
は
湿
気
で
大
変
な
こ
と
に

な
る
」
と
不
安
を
あ
お
ら
れ
た
。

　

そ
の
場
で
床
下
調
湿
剤
を
ま
い
て
も
ら
っ
た
が
、
思
っ
て
い
た
よ

り
も
高
い
金
額
を
請
求
さ
れ
た
。

◎「
点
検
し
ま
す
」な
ど
と
言
っ
て
訪
問
す
る
事
業
者
に
は
要
注
意
！

◎
そ
の
場
で
契
約
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
事
例
２
】
安
く
な
る
ど
こ
ろ
か
料
金
が
ア
ッ
プ
⁉

《
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
》

　

光
回
線
を
契
約
し
て
い
る
会
社
の
代
理
店
を
名
乗
る
と
こ
ろ
か
ら

新
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
が
あ
り
、「
今
よ
り
も
安
く
な
る
」
と
言
わ
れ

て
承
諾
し
た
。
そ
の
後
、
送
付
さ
れ
て
き
た
書
類
を
見
る
と
、
不
要

な
オ
プ
シ
ョ
ン
が
付
い
て
、
料
金
も
高
く
な
っ
て
い
た
。

◎
勧
誘
さ
れ
て
も
、
す
ぐ
に
契
約
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

【
事
例
３
】
若
々
し
く
健
康
で
い
た
い
！
そ
ん
な
気
持
ち
が
招
く
…

《
健
康
食
品
の
定
期
購
入
》

　

ネ
ッ
ト
通
販
で
見
つ
け
た
お
試
し
価
格
５
０
０
円
の
サ
プ
リ
メ
ン

ト
を
注
文
し
た
。１
回
限
り
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
、定
期
購
入
に
な
っ

て
い
て
２
回
目
、
３
回
目
と
商
品
が
届
い
た
。
解
約
し
た
い
が
、
電

話
が
つ
な
が
ら
な
い
。

◎
ネ
ッ
ト
通
販
、テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、カ
タ
ロ
グ
通
販
に
は
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
申
し
込
む
前
に
広
告
表
示
や
契
約
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

◎
少
し
で
も
「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
り
、
困
っ
た
り
し
た
と
き
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
）

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が

　
　
　
　

免
除
と
な
り
ま
す
（
平
成
31
年
４
月
か
ら
）

【
免
除
期
間
】

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月

の
前
月
か
ら
４
か
月
間
の
国
民
年
金
保
険
料

が
免
除
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
多
胎
妊
娠
の
場

合
は
、
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す

る
月
の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間
の
国
民
年

金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
か
月
）
以
上
の
出

産
を
い
い
ま
す
。（
死
産
、
流
産
、
早
産
さ
れ
た

方
を
含
み
ま
す
）

【
産
前
産
後
期
間
の
取
扱
い
】

　

産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ
た
期
間

は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
も
の
と
し
て
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」
で
出
産
日

が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の
方

【
届
出
時
期
】

　

出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら
届
出
可
能

で
す
。
た
だ
し
、
届
出
が
で
き
る
の
は
平
成

31
年
４
月
か
ら
で
す
。

【
届
出
先
】

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

【
届
出
時
に
必
要
な
書
類
】

①
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、

年
金
手
帳
な
ど

②
出
産
前
の
届
出
…
母
子
健
康
手
帳

な
ど

　

出
産
後
の
届
出
…
被
保
険
者
と
子

が
別
世
帯
の
場
合
、
出
産
日
お
よ
び

親
子
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
書
類（
出

生
証
明
書
、
戸
籍
謄
本
な
ど
）

☆
保
険
料
を
前
納
し
た
場
合
、
産
前
産

後
期
間
の
保
険
料
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

☆
平
成
31
年
２
月
に
出
産
予
定
の
場

合
、
平
成
31
年
４
月
以
降
に
届
出
を

し
て
い
た
だ
き
、
４
月
分
の
保
険
料

が
免
除
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
31
年
３
月
に
出
産
予
定

の
場
合
、
平
成
31
年
４
月
以
降
に
届

出
を
し
て
い
た
だ
き
、
４
月
分
、
５

月
分
の
保
険
料
が
免
除
と
な
り
ま
す
。

☆
出
産
後
で
も
届
出
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
も
出
産
日
が

属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月
と
な

り
ま
す
。

な
書

⑯市政の窓



平
成
3 0
年
度
西
之
表
市
い
じ
め
防
止

　
　
　
　
　
　
　

啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

い
じ

め
を し な

い
・
許

さない！

め な

い
許

さささささささ

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
５

　

今
回
は
、《
小
学
生
の
部
（
１
年
〜
４
年
）
入
選
》
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

《
１
年
》

い
じ
め
は
ね　

や
っ
た
ら
こ
こ
ろ
が　

な
い
ち
ゃ
う
よ
／
榕
城
小　

か
ま
だ　

ゆ
ず
き

あ
そ
ぼ
う
よ　

い
っ
て
く
れ
た
と
も
だ
ち
と　

ず
っ
と
な
か
よ
し
う
れ
し
い
な　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
上
西
小　

あ
き
や
ま　

さ
や

い
じ
め
っ
こ　

か
っ
こ
わ
る
い
よ　

ぼ
く
は
い
や
／
下
西
小　

ち
ば　

そ
う
い
ち
ろ
う

き
ょ
う
も　

あ
そ
ぼ
う　

ま
っ
て
る
よ
／
安
城
小　

こ
う
づ
ま　

た
い
じ
ゅ

《
２
年
》

だ
い
じ
ょ
う
ぶ　

や
さ
し
い
こ
と
ば
で　

み
ん
な
え
が
お
／
上
西
小　

い
け
だ　

り
ゅ
う
と

い
わ
な
い
よ　

こ
こ
ろ
の
な
か
で　

な
く
こ
と
ば
／
下
西
小　

よ
し
も
と　

ゆ
ん

さ
み
し
い
な　

き
づ
い
て
ほ
し
い　

そ
の
き
も
ち
／
安
城
小　

た
の
う
え　

り
ゅ
う
え
い

な
か
よ
し
ね　

あ
っ
た
か
こ
と
ば
で　

な
か
な
お
り
／
伊
関
小　

ふ
る
た　

み
さ
と

《
３
年
》

そ
の
言
葉　

気
づ
い
て
な
く
て
も　

き
ず
つ
い
て
る
よ
／
榕
城
小　

松
原　

春
奈

手
を
の
ば
す　

だ
れ
で
も
い
い
か
ら　

つ
か
ん
で
よ
／
国
上
小　

阿
塚　

空
羅

ご
め
ん
な
さ
い　

こ
れ
だ
け
い
え
ば　

な
か
な
お
り
／
安
城
小　

上
妻　

愛
唯
直

声
か
け
よ
う　

一
人
ぼ
っ
ち
の　

と
も
だ
ち
に
／
古
田
小　

坂
口　

奏

《
４
年
》

そ
の
行
動　

い
じ
め
て
い
る
か
も　

気
を
つ
け
て
／
榕
城
小　

吉
滿　

ゆ
い

ゆ
う
気
の
花　

た
く
さ
ん
さ
い
た
ら　

仲
直
り
／
上
西
小　

米
谷　

彩

そ
の
言
葉　

本
当
に
言
っ
て　

大
丈
夫
／
国
上
小　

美
坂　

心
結

や
め
な
さ
い　

み
ん
な
で
一
人
を　

い
じ
め
る
な
／
古
田
小　

日
髙　

賢
生

　

あ
ん
と
き
ゃ

　
　

こ
が
ん
じ
ゃ
っ
た

市
制
施
行
60
周
年
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
２
０
７

市制 10周年  を祝う
　
「
昭
和
43
年
市
政
の
窓
10
月
号
」
か
ら
抜
粋
※
文
字
の
表
記
は
当
時
の
ま
ま

　

市
制
施
行
十
周
年
を
祝
い
、
明
日
へ
の
英
気
を
養
う
記
念
式
典
は
十
月
一
日

午
前
十
時
か
ら
、
榕
城
小
学
校
講
堂
に
駐
日
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
使
ア
ル
マ
ン
ド
・

マ
ル
チ
ン
ス
ご
夫
妻
を
招
き
お
よ
そ
七
百
人
の
市
民
が
参
加
し
て
ひ
ら
か
れ

ま
し
た
。
歴
代
市
、
町
、
村
長
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
た
あ
と
、
市
政
功
労
者

表
彰
、
市
民
憲
章
を
宣
言
し
て
市
の
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

市
政
功
労
者
と
し
て
、
鮫

島
民
也
さ
ん
（
69
才
）、
阿

世
知
包
雄
さ
ん
（
68
才
）、

長
野
実
意
さ
ん
（
81
才
）、

栗
田
誠
一
さ
ん
（
70
才
）、

浜
田
次
徳
さ
ん
（
52
才
）、

上
石
寺
部
落
が
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
西
之

表
市
民
で
あ
る
こ
と

に
誇
り
を
も
ち
、
お

互
い
に
心
を
あ
わ
せ
、

よ
り
一
層
明

る
く
豊
か
な

希
望
あ
ふ
れ

る
文
化
都
市

と
し
て
、
発
展
さ
せ

る
た
め
、
市
民
憲
章

を
制
定
し
ま
し
た
。

制　定
市民憲章

西  

之  

表  

市  

民  

憲  

章

　

わ
た
し
た
ち
西
之
表
市
民
は
、
郷
土
の
自
然
と
伝
統
を
愛
し
、
明
る

く
発
展
す
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
手
を
と
り
あ
い
、
次
の
こ
と
を
実

行
し
ま
し
ょ
う
。

★
わ
た
し
た
ち
は
、楽
し
い
家
庭
と
平
和
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

★
わ
た
し
た
ち
は
、
い
つ
も
希
望
を
も
ち
、
元
気
で
働
く
ま
ち
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

★
わ
た
し
た
ち
は
、き
ま
り
を
守
り
、住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

★
わ
た
し
た
ち
は
、
豊
か
な
情
緒
と
知
性
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

★
わ
た
し
た
ち
は
、
若
い
力
を
伸
ば
し
生
き
生
き
と
し
た
ま
ち
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

▲式辞をのべる名越市長（上）
　盛大な記念式典（下）

⑰ 市政の窓



（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

荒
河　

健
た
け
る

男
誠
二

由
希

南
種
子
町

錨　

大は
る
と翔

男
賢
紀

麻
奈

朝
日
が
丘

内
村　

日ひ
な
た向

男
寿
夫

真
由
美
上
石
寺

市
原　

誠ま
さ
き大

男
大
輝

美
香

鴨
女
町

山
下　

莉り

お央

女
貴
弘

惠
理
佳
福
岡
県

榎
本　

心こ
は
る暖

女
亮

静
香

本
立

石
寺　

愛あ
れ
ん蓮

男
悟

琴
美

下
石
寺

鮫
島　

斗と
う
ま真

男
真
治

絢
子

西
俣

磧　

柚ゆ
ず
き希

女
高
志

由
桂

愛
知
県

白
尾　

一い
ち
ご護

男
隆
哲

明
子

榕
城
中
目

川
畑　

佑ゆ
う
せ
い生

男
公
和

真
都
香
松
畠

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
〜
２
月
15
日
受
付
分
）

や
か
な
か
な
か
な
か
なななななななな
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
を
お
を
お
を
お
を
お
を
お
を
お
祈
り
い
た
い
た
い
た
い
た
い
た
い
た
い
た
い
た
い
た
い
た

う
ぶ
ご

え

戸籍の窓

（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）
（
故
人
名
）

　
　

保

塰
泊

　
　

モ
ト

岩
坪　

ス
ミ
子
西
俣

岩
坪　

嘉
紀

吉
田　

雄
二

西
俣

吉
田　

ナ
ツ

持
田　

美
穂
子
沖
ヶ
浜
田
持
田　

利
幸

　

水　

ヨ
シ

西
町

　

水　

繁

荒
木　

保
雄

上
石
寺

荒
木　

洋
子

花
木　

治
美

池
田

池
浪　

三
重
子

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し

て
ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社

会
福
祉
の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
12
月
受
付
分
）

香
典
返
し
寄
附

（

香
典
返
し
寄
附

社
協
だ
よ

り

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
〜
２
月
15
日
受
付
分
）

お
く
や

み

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

井
上　

順
子

84

西
町

山
下　

秋
雄

94

国
上
中
目

野
元　

キ
ミ

96

桃
園

春
村
　

正
己

87

川
迎

鶴
薗　

フ
ミ
エ

94

枦
之
峯

野
﨑　

貞
盛

94

小
牧
野

古
一　

ト
ミ

86

洲
之
崎

中
原　

康
時

88

池
田

田
頭　

義
德

85

田
之
脇

栗
田　

千
代
枝

97

番
屋
峯

河
﨑　

武
德

87

西
町

ご
結

婚（〜
1
月
15
日
受
付
分
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に

　
（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

園
田　

浩
貴　
　
　

霧
島
市　

　
　

＆

川
原　

真
衣　
　
　

霧
島
市

川
下　

良　
　
　
　

塰
泊　
　

　
　

＆

梶
川　

真
梨
恵　
　

南
種
子
町

　
（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

八
木　

通
博　
　
　

野
首　
　

　
　

＆

木
原　

真
子　
　
　

若
宮

野
里　

健
太　
　
　

鴨
女
町　

　
　

＆

熊
野　

亜
衣
里　
　

中
種
子
町

（
〜
２
月
15
日
受
付
分
）

瀬
下　

満
義

67

納
曽

小
脇　

シ
ホ

87

松
畠

武
田　

ナ
リ

89

大
花
里

長
野　

ヤ
ス
子

90

花
里
崎

上
妻　

愛
子

88

松
畠

太
田　

實

91

田
之
脇

向
江　

信
男

81

美
浜
町

廣
庭　

ツ
ル

93

柳
原

赤
木　

キ
ミ
子

89

庄
司
浦

松
木　

家
子

92

塰
泊

川
原　

シ
ケ
子

85

鴨
女
町

柳
田　

泰
夫

79

納
曽

木
原　

純
子

68

上
之
原
町

落
合　

直
嗣

74

野
首

中
村　

啓
介　
　
　

朝
日
が
丘

　
　

＆

名
越　

富
士
子　
　

西
町

広告
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広
告
の
ひ
ろ
ば
裏
表
紙
へ
続
く

暮らしの窓
校区 男 女 計 世帯数
榕城 3724 4141 7865 3967
上西 243 265 508 278
下西 1052 1176 2228 1183
国上 507 554 1061 575
伊関 187 202 389 208
安納 193 209 402 224
現和 602 629 1231 674
安城 143 151 294 168
立山 48 43 91 51
中割 44 46 90 56
古田 178 217 395 196
住吉 402 458 860 484

［校区別］

［人口］※（　）内の数字は前月比
全体 15,414 人（－ 21）
男性 7,323 人（－ 12）
女性 8,091 人（－ 9）
［世帯数］8,064 世帯（－ 3）

1月末現在人口・世帯

［火　災］
出火件数 4 件（うち建物 1 件）
［救　急］
出動件数92件（うち急病69件）

1月分火災・救急

発生件数 3 件
死者 0 人　負傷者 3 人

2月 10日現在（累計）
交通事故

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報

係
へ
10
日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
掲
載
に
つ
い
て
は
、
公
正
・
公
平
の
観
点
か
ら
一
人
一
点
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
な
お
、

紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

掲
載
掲
載
を
希
望

を
希
望
さ
れ
る

さ
れ
る

さ
れれ

方
は
、
郵
送
・

郵
送
郵
送

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど

係
へ
10
日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

馬
毛
島
の
西
の
彼
方
の
ベ
ツ
レ
ヘ
ム  

メ
シ
ア
生
ま
れ
し
馬
屋
を
想
う

年
明
く
る
今
年
こ
そ
は
と
初
詣
災
い
の
な
い
健
や
か
願
う

仕し
き
た来

り
を
つ
な
ぐ
我
家
の
春
の
膳
歳
老
い
来
れ
ば
手
抜
き
見
え
た
り

冬
の
山
ひ
と
き
わ
映
え
る
ハ
ゼ
の
赤
庭
に
咲
く
赤
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
も

頬
冷
え
も
陽
射
し
暖
か
弥
生
入
り
影
の
長
さ
も
徐
々
に
短
く

春
先
取
り
河
津
桜
の
美
し
さ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
夜
ま
た
映
え
る

ふ
と
母
の
姿
見
え
ね
ば
赤
ん
ぼ
う
足
に
蹴け

り
つ
つ
必
死
に
泣
け
り

義い
も
う
と妹
の
肺
炎
病
み
し
病
室
の
静
寂
破
る
た
か
な
る
呼
吸

ト
ビ
魚
漁
迫
れ
ば
浦
人
移
住
せ
し
昭
和
の
時
代
の
馬
毛
島
を
思
ふ

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」
の
幕
明
き
ぬ
こ
こ
に
居
あ
わ
す
を
喜
と
せ
り

記
念
日
の
故
郷
離
れ
半
世
紀
１
０
０
年
の
天
囚
大
阪
で
知
る

初
春
に
集
い
て
友
と
酒
を
酌
む
楽
し
き
宴
に
つ
ら
れ
二
日
酔
い

夕
暮
れ
の
時
を
惜
し
み
て
立
ち
つ
く
す
身
に
か
ら
み
つ
つ
秋
あ
か
ね
飛
ぶ

お
正
月
三
角
タ
コ
が
泳
い
で
る

新
し
い
鉛
筆
削
り　

物
思
い

元
旦
に
初
詣
に
行
き
無
事
祈
る

鴨
女
町
・
池
田　

公
栄

桜
園
・
今
井
多
輝
子

桜
が
丘
・
岩
坪　

純
子

庄
司
浦
・
岩
坪　

勇
二

千
葉
県
流
山
市
・
小
山
田　

操

わ
ら
び
苑
・
折
戸
イ
ク
子

国
上
中
目
・
笹
河　

道
子

野
首
・
笹
川　

満
子

榕
城
中
目
・
下
村
タ
ミ
子

中
西
・
髙
重　

孝
子

兵
庫
県
尼
崎
市
・
春
田　

優

上
能
野
・
福
元　

秀
義

本
立
・
吉
永
タ
ツ
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
ま
さ
お

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
ま
さ
と
し

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
や
す
の
り

区　分 島内産 島外産
入荷量 41 トン 20 トン（49％） 21 トン（51％）
取引額 737 万円 435 万円（59％）302 万円（41％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 862 28 4,548 282
葉 茎 菜 類 3,728 327 9,177 540
果 菜 類 40 14 2,138 831
そ の 他 10,375 1,934 2,292 601
小 計 15,005 2,303 18,155 2,254

果
物
類

かんきつ類 4,182 486 752 142
果 瓜 類 0 0 47 6
そ の 他 817 887 1,085 392
小 計 4,999 1,373 1,884 540

鳥卵・加工品等 350 132 746 230
花　類 19,112本 537 0 本 0

青
果
状
況
【
1
月
】種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

　

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
3
月
の
休
み
》
3
日
・
6
日
・
10
日
・
13
日
・
17
日
・
21
日
・

24
日
・
27
日
・
31
日

広告

広
告

広
告

⑲ 市政の窓
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［
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株
式
会
社
 種
子
島
新
生
社
印
刷

℡
0997‐

22‐
0476

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

18
Ｐ
か
ら
続
く

3 5日昇製糖工場

「ふるさと認証食品」
認定商品

「ふるさと認証食品」
認定商品

エスパー電機株式会社
すべての家電メーカーの取扱・修理いたします !

〒891-3115 西之表市西之表天神町 5-11
TEL22-1229 FAX23-4830

東天紅●

トヨタレンタリース●

日産レンタカー●●

●
サンシード

●GS

●九州労働金庫種子島支店

天神橋

甲女川

赤尾木橋

エスパー電機


